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県
立
山
川
高
等
学
校
は
10
月
６
日
、
実

エ
ン
ド
ウ
「
ま
め
こ
ぞ
う
」
の
種
ま
き
を

行
い
ま
し
た
。
生
徒
・
生
産
者
・
Ｊ
Ａ
・

行
政
な
ど
約
30
人
が
参
加
、
新
し
く
張
っ

た
マ
ル
チ
に
穴
を
開
け
、
種
を
ま
き
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
は
実
エ
ン
ド

ウ
の
ブ
ラ
ン
ド
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、

栽
培
面
積
が
年
々
減
少
傾
向
、
食
味
良
好

で
多
収
性
が
特
徴
の
品
種
（
鹿
児
島
３

号
）
を
昨
年
度
、
山
川
高
等
学
校
で
試
験

栽
培
に
取
り
組
み
、「
ま
め
こ
ぞ
う
」
も

生
徒
が
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
ま
し
た
。
今
年
度
か
ら
本
格
的
に

普
及
、
産
地
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
西
山
昭
二
Ｊ
Ａ
え

ん
ど
う
専
門
部
会
長
は
「
失
敗
し
て
も
良
い
か
ら
、
若
い

感
性
を
活
か
し
、
栽
培
管
理
し
て
欲
し
い
。」
と
生
徒
を
激

励
し
ま
し
た
。
園
芸

工
学
・
農
業
経
済
科

３
年
生
の
臼
山
広
聖

さ
ん
は
「
ま
だ
ま
だ

未
熟
だ
が
、
生
産
者

の
皆
様
に
教
え
て
頂

き
、
少
し
で
も
地
元

の
実
エ
ン
ド
ウ
栽
培

に
貢
献
し
た
い
。」

と
意
欲
を
語
り
ま
し

た
。
収
穫
は
12
月
初

旬
か
ら
４
月
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
、
Ｊ

Ａ
共
済
連
鹿
児
島
は
10

月
16
日
、
指
宿
市
立
指

宿
商
業
高
校
で
、
生

徒
に
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、

自
転
車
交
通
安
全
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。
全

校
生
徒
約
５
６
０
人
が

参
加
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン

が
目
の
前
で
危
険
な
自
転
車
走
行
（
携
帯
電
話
で
話
し
な
が

ら
運
転
、
蛇
行
運
転
、
右
側
走
行
運
転
な
ど
）
に
よ
る
交
通

事
故
場
面
を
リ
ア
ル
に
再
現
、
生
徒
は
事
故
の
衝
撃
や
怖
さ

を
実
感
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ン
ト
再
現
後
、
代
表
し
て
商
業
科
３
年
生
の
稲
毛

美
優
さ
ん
が
「
指
宿
商
業
高
校
の
生
徒
で
あ
る
こ
と
の
誇

り
と
自
覚
を
持
ち
、
交
通

安
全
意
識
の
向
上
に
努
め

る
。」
と
交
通
安
全
の
誓

い
を
宣
言
し
ま
し
た
。
西

迫
忠
憲
Ｊ
Ａ
常
務
は
「
生

徒
は
、
ス
タ
ン
ト
マ
ン
の

迫
力
あ
る
実
演
で
事
故
の

衝
撃
を
感
じ
た
と
思
う
。

交
通
ル
ー
ル
を
守
っ
て
頂

く
こ
と
を
強
く
お
願
い
し

た
い
。」
と
話
し
ま
し
た
。

実エンドウ「まめこぞう」の種をまく生徒

高校生が自転車交通事故の怖さを学ぶ

山川高校の生徒が
　　「まめこぞう」の種まき

生徒が事故の危険性を体験した自転車交通安全教室

西迫常務（右）からＪＡより
交通安全資材の贈呈
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指
宿
市
の
山
川
図
書
館
は
10
月
25
日
、
敷
地

内
で
育
て
た
、
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
蔡
を
開
催

し
ま
し
た
。
図
書
館
の
職
員
・
児
童
・
保
護

者
・
Ｊ
Ａ
な
ど
約
60
人
が
参
加
、
児
童
は
図

書
館
の
職
員
、
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員
に
サ
ツ
マ

イ
モ
の
成
長
や
栄
養
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、
畑
で
約
１
時
間
か
け
て
収
穫
し
ま
し

た
。
指
宿
市
立
大
成
小
学
校
４
年
生
の
岡
元
夏

葉
さ
ん
は
「
大
き
な
お
い
も
が
、
た
く
さ
ん
取

れ
た
の
で
う
れ
し
い
。
頑
張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ

た
。」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。
収
穫
を
終
え
た

児
童
は
、
保
護
者
な
ど
が
作
っ
た
、
ス
ィ
ー
ト

ポ
テ
ト
・
天
ぷ
ら
な
ど
を
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
は
苗
の
植
え

付
け
か
ら
営
農
課
職
員

が
中
心
と
な
り
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
野
菜
部
会

協
議
会
は
10
月
16

日
、
指
宿
市
内
の

ホ
テ
ル
で
Ｊ
Ａ
常

勤
役
員
と
の
語
る

会
を
開
催
、
部
会

協
議
会
役
員
・
Ｊ

Ａ
青
年
部
・
女
性

部
・
県
連
合
会
、

Ｊ
Ａ
役
職
員
な
ど

約
40
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
意
見
要

望
に
つ
い
て
、
購
買
・
営
農
販
売
に
関
す
る
内
容
が
主
と
な

り
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
生
産
者
へ
の
購
買
品
の
宣
伝
、
情
報
提

供
の
充
実
な
ど
の
要
望
に
対
し
、

春
夏
作
の
主
要
品
目
で
あ
る
オ

ク
ラ
、
カ
ボ
チ
ャ
に
つ
い
て
管

内
統
一
で
注
文
書
・
カ
タ
ロ
グ

を
作
成
、
渉
外
担
当
も
携
帯
し
、

金
融
店
舗
窓
口
に
サ
ン
プ
ル
を

展
示
す
る
な
ど
、
店
舗
内
外
で

の
対
応
を
強
化
す
る
と
回
答
し

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
野
菜
部
会
協
議
会
の
西

山
茂
会
長
は
「
Ｊ
Ａ
を
よ
り
良

く
す
る
た
め
の
活
発
な
意
見
交

換
の
場
と
な
っ
た
。」
と
話
し

ま
し
た
。

部会協議会役員と常勤役員との語る会

山川図書館
　　 サツマイモ収穫祭

活発な意見交換の場となった語る会
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　南九州市茶業振興会頴娃支部女性部は10月27
日、女性部全体研修会を南九州市の松元機工㈱
で開催しました。茶業女性部員・行政・ＪＡ
など約110人が参加しました。参加者は茶業情
勢・管理機械の事故防止対策について研修を受
け、㈱鹿児島経済研究所の増原伸一氏が「お茶

を核とした地域成長戦略（地域戦略は女性が
主役の時代）」と題して講演を行いました。午
後からは、おしゃれな小物（腕カバー）作り
で親睦を深めました。永山明美女性部会長は
｢茶業情勢の厳しいなかで女性の力が必要と
なっている。消費者や子供たちに情報発信し
て行きたい。｣ と話しました。

南九州市茶業振興会頴娃支部
女性部全体研修会
南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部南九州市茶業振興会頴娃支部
女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会女性部全体研修会

　管内でスナップえんどうの出荷が、10月初旬か
ら始まりました。今年度は例年より早めの出荷開
始となっており、台風18・19号の影響もあります
が、生産者の管理努力によって出荷につながって
います。
　南義孝ＪＡ営農指導員は ｢引き続き、病害虫
対策や今後の草勢維持等に注意しながら、反収
向上に努めたい。｣ と話しました。ＪＡでは管内
全体で、今年度、共販面積90.5ヘクタール、数量
1364.5トンを計画しています。

玉串を奉納し、工事の安全を祈願する西村仁ＪＡ組合長

出荷の始まっているスナップえんどう

スナップえんどう出荷順調

　いぶすき菜の花㈱は 10 月 22 日、南九州市頴娃
町で新青戸給油所の起工式を開催しました。社員・
ＪＡ・県経済連・工事関係者など約 30 人が出席、
玉串を奉納し、工事の安全を祈願しました。西村
仁ＪＡ組合長は「スタッフ一同、新たな気持ちで
地域住民により良いサービスを提供したい。」と
話しました。旧青戸給油所を建て替え、２月中旬
に新装オープン、キャンペーンも予定しています。

新青戸給油所起工式
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　ＪＡでは政府指針に基づき、広く女性のＪＡ運営への参画を進めています。
　ＪＡ利用者の皆様の組合員加入はもとより、女性組合員の皆様は是非、組合員の代表である総代や
役員としての組合運営への参画を検討されてみてはいかがでしょうか？

総　　　代
　組合員の代表として正組合員（農業者）の中から選任されます。
　ＪＡいぶすきでは 500名の総代がＪＡの運営を行なっています。
　10%（50名）以上の女性総代を目標としています。
女性枠理事
　ＪＡいぶすきでは、第 19回通常総代会において、平成 27年度の役員改選より女性枠理事２名
の登用を決定しております。

詳しくは、本所管理部管理課（35-3411）まで

女性の皆さん、ＪＡの運営へ参画しませんか？＊＊＊

　女性部リーダー学習会を鹿児島市の喜入温泉センターで
開催しました。部員・ＪＡ役職員など約 80 人が参加、認
知症について「家の光」
の記事、ケアマネージャ
ー東晴美さんの講演で学
びました。他にも読書ボ
ランティア養成講座の受
講生が紙芝居を行い、と
ても好評でした。

女性部三役合同視察研修 第38回開聞地域文化祭

女性部リーダー学習会

学習会の前に全員で「レインボー体操」

鹿児島弁で紙芝居「さるかに合戦」

展示された開聞地区女性部員の作品いちき串木野市方面への視察研修へ参加した部員・職員

10/23

10/30 11/1·2
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　山川地区で、オランダエンドウの出荷が始まって
います。今年から生産者６名で栽培、ＪＡは出荷に
さきがけ出荷説明会・目揃会を開催しました。ＪＡ
が集出荷要領を説明、生産者は出荷規格の確認を行
いました。オランダエンドウは、開聞・山川地区で
20年以上前までは栽培が盛んでしたが、年々面積が
減少、３人前後の生産者だけで栽培されていました。
古くからの生産者、南迫春彦さん（57）は「まだ芽
が細いので、収穫を進めながら肥培管理を徹底して、
増収に努めたい。」と話しました。

指宿市山川徳光地区の徳光神社は、琉球から日本本
土にサツマイモを持ち帰り、栽培を広めた前田利右
衛門を祭っています。毎年、感謝の気持ちを込めて
開いている「利右衛門祭」を今年も10月18日に開催
しました。サツマイモ重量コンテストも開き、生産
者は自慢の１株を出品、優勝は徳光小学校４年生の
前田さくらさんで、１株21㎏の大きさでした。祖父
の前田和秀さんと一緒に３月から栽培した前田さく
らさんは「大きいおいもが出来てうれしい。掘り出
すのは大変だった。」と話しました。

出荷規格を確認するＪＡと生産者

　10 月 14 日～ 16 日にかけて、指宿市開聞の枚
聞神社でほぜまつり（例大祭）が開催されました。
16 日は、子供たちが色鮮やかな衣装を着て町を
歩く、稚児行列や相撲大会も開催されました。相
撲大会では、小学生・中学生・高校生の迫力ある
取り組みに、大勢の観客から声援が飛んでいまし
た。また、赤ちゃんの健やかな成長を願って土俵
入りも行われました。

枚聞神社ほぜまつり

オランダエンドウ出荷説明会徳光神社「利右衛門祭」、
サツマイモ重量コンテスト

重
量
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
勝
し
た
前
田

さ
く
ら
さ
ん
の
サ
ツ
マ
イ
モ

酒販事業� いぶすき菜の花株式会社

�　この度、いぶすき菜の花㈱酒販事業が新焼酎を
製造することになりました。
　そこで、皆様から名称を募集いたします。
　さまざまな、アイデアをふるってご応募ください。
　採用された方には記念に�新焼酎を１ケース（６
本）プレゼントさせて頂きます。

記

１、原 材 料
　　さつま芋・米麹（白と黒のブレンド）
２、応募方法
　最寄りのＪＡ支所に応募用紙がございますので、
名称と必要事項を記入して窓口にお渡し下さい。
３、締 切 日　平成 26 年 12 月 19 日（金）
４、結果発表
　決定致しましたら、いぶすき菜の花㈱酒販事業
よりご連絡させて頂きます。
５、お問合せ先
　　いぶすき菜の花㈱酒販事業

電話�0993-22-4511　FAX�0993-23-7711

新焼酎名称募集!!

赤ちゃんの土俵入り
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今田　照美

指宿地区担当 開聞・えい地区担当

福吉　めぐみ

お
問
合
せ
先

本所・ＪＡいぶすき
　購買部購買企画課� 0993-35-3415
喜入購買店舗� 099-345-2083
東部配送センター� 0993-23-3838
中央配送センター� 0993-35-0014
開聞中央購買店舗� 0993-32-2998
西部配送センター� 0993-39-1148

クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介クミアイ家庭薬配置員紹介
こんにちは。クミアイ家庭薬です。
みなさんの健康を支えて90有余年

配置員が、薬と健康
アドバイスをご家庭
までお届けします。

家庭薬配置員は
所定の身分証明書を着用しています。

山川・開聞地区担当

片野田　周作

喜入地区担当

栗脇　美由紀

表

表 裏

第○○○○○○号 上記の者は、医薬品の配置販売に従事する者で
あることを証明する。

　　　　　配 置 従 事 者 身 分 証 明 書
　　　　平成○○年○○月○○日
　　　　鹿児島県知事 伊藤 祐一郎

　　　　　　　　　　　住 所 ○○○○○○○○○○
　　　　　　○○○-○○ 配置販 　鹿児島県経済農業協同組合連合

売業者 　会

　鹿児島市鴨池新町１５番地

　　氏 名 ○ ○ ○ 　○ 543

　　昭 和 ○○年○○月○○日生 　　有効期限 　平成○○年○○月○○日まで

写　真

氏名

住所

鹿児島県
知事印

裏

表 裏

第○○○○○○号 上記の者は、医薬品の配置販売に従事する者で
あることを証明する。

　　　　　配 置 従 事 者 身 分 証 明 書
　　　　平成○○年○○月○○日
　　　　鹿児島県知事 伊藤 祐一郎

　　　　　　　　　　　住 所 ○○○○○○○○○○
　　　　　　○○○-○○ 配置販 　鹿児島県経済農業協同組合連合

売業者 　会

　鹿児島市鴨池新町１５番地

　　氏 名 ○ ○ ○ 　○ 543

　　昭 和 ○○年○○月○○日生 　　有効期限 　平成○○年○○月○○日まで

写　真

氏名

住所

鹿児島県
知事印

おたより募集

 
○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などを 
お寄せ下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所 
③氏名④年齢⑤意見・要望などを書いて 
上記の宛先まで送って下さい。 
 
※投稿に際して取得した個人情報については、 
本企画以外には使用いたしません。             

送り先 
 

 
 

 
 

 
 

郵便番号８９１－０５１６ 

©よい食P.

○広報誌「なのはな」へご意見・ご要望などをお寄せ
下さい。郵便はがきに①郵便番号②住所③氏名④年
齢⑤意見・要望などを書いて上記の宛先まで送って
下さい。

※投稿に際して取得した個人情報については、
　本企画以外には使用いたしません。

私たちがお伺いいたします
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農業試験場跡地に
でっかく

オープン！！

地元食材を
使った、おいしい

レストラン
があるところ

【地産地消】
新鮮なお野菜や
お肉が買える

ところ

県内最大級の
農産物直売所が

できるみたい！！

そのほか、ＳＳや
衣料品店、

百均店なども
開店予定！！
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　平
成
26
年
10
月
28
日
、
第
11
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
協

議
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
協
議
内
容
】

○
平
成
26
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
の
開
示
に
つ
い
て

○
常
勤
役
員
の
選
出
基
準
に
関
わ
る
申
し
合
わ
せ
の
見
直
し
に
つ
い
て

○
資
材
店
舗
・
直
売
所
建
設
に
係
る
土
地
取
得
に
つ
い
て

○
貸
出
金
の
貸
出
決
定
に
つ
い
て

○
財
務
改
善
計
画
の
平
成
26
年
度
上
半
期
末
実
績
に
つ
い
て

○
旧
西
部
支
所
の
売
却
に
向
け
た
広
告
（
案
）
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

・
平
成
26
年
度
上
半
期
末
監
事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
第
２
四
半
期
内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
９
月
末
実
績
に
つ
い
て

・
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管
理
先
の
確
認
結
果
（
定
期
確
認
）
に

つ
い
て

・
平
成
26
年
度
上
半
期
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取
組

状
況
報
告
に
つ
い
て

・
自
主
検
査
実
施
状
況
に
つ
い
て

・
支
所
・
事
業
所
等
へ
の
巡
回
指
導
の
強
化
に
つ
い
て
（
11
月
度
）

・
平
成
26
年
度
上
半
期
Ｊ
Ａ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
報
告
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
８
月
末　

自
己
資
本
比
率
算
定
結
果
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
鹿
児
島
県
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
職
員
海
外
研
修
へ
の
参
加

に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
県
下
統
一
「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク　

秋
の
住
宅
ロ
ー
ン
相
談
会
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・
県
下
統
一
「
Ｊ
Ａ
教
育
ロ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
実
施
要
領
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
冬
季
酒
類
（
焼
酎
菜
の
花
）
全
利
用
運
動
推
進
要
領

に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
冬
季
「
お
く
ら
漬
」・「
お
漬
物
セ
ッ
ト
」
特
別
推
進
要

領
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度　

県
内
産
畜
肉
加
工
品
愛
用
運
動
要
領
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度

　正
月
用
も
ち
・
も
ち
米
特
別
推
進
要
領
に
つ
い
て

・
平
成
26
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
冬
季
ふ
れ
あ
い
電
化
シ
ョ
ー
開
催
要

領
に
つ
い
て

・
第
40
回
鹿
児
島
Ｊ
Ａ
農
業
機
械
大
展
示
会
開
催
要
領
に
つ
い
て

・
購
買
未
収
金
の
報
告
に
つ
い
て

・
春
夏
作
予
約
注
文
書
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

理
事
会
だ
よ
り

黎
明
短
歌
会
指
宿
支
部

一　

掃
く
後
に
か
さ
こ
そ
と
散
る
柿
落
葉
わ
が
腰
痛

を
嘲
笑
う
が
に�

上
西
園　

ふ
じ
え

二　

孫
四
人
一
度
に
挑
戦
「
や
っ
た
あ
！
」
と
じ
い

ち
ゃ
ん
倒
し
笑
い
声
ひ
び
く

�

柚
木
崎　

イ
ツ
子

三　

静
か
な
る
野
辺
の
家
々
に
秋
深
し
垂
れ
た
る
柿

を
百
舌
突
き
お
り�

片
野
田　

健
一

四　

満
月
が
昇
り
て
青
き
花
の
咲
く
今
宵
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

決
ま
る
ノ
ー
ベ
ル
賞�

�

吉
永　

多
美
子

五　

秋
夜
長
あ
か
り
こ
ぼ
る
る
寝
室
に
眠
る
を
惜
し

み
満
月
に
憩
う�

片
野
田　

道
子

六　

集
落
へ
気
勢
の
声
に
挑
み
ゆ
く
か
の
日
の
子
ら

の
十
五
夜
相
撲�

�

吉
元
美
知
子

七　

夭
折
の
耕
二
の
句
碑
に
秋
あ
か
ね
止
ま
り
て
誰

も
し
ば
し
黙
し
ぬ�

辰
野　

千
鶴
子

八　

国
技
館
に
草
原
の
旋
風
吹
き
荒
れ
て
横
綱
大
関

瞬
に
転
が
す�

外
薗　

隆

九　

そ
ら
豆
の
畝
立
て
終
え
し
炎
天
下
子
は
真
っ
黒

な
顔
に
ほ
こ
ろ
ぶ�

川
畑　

信
子

　

十
月
歌
会
詠
草
（
題
詠　

月
・
満
月
）

平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
三
日
（
木
）
丹
波
校
区
公
民
館

【
喜
入
】　

徳　

留　

オ
ミ
サ　

（
95
）

中　

釜　

ミ
チ
ヱ　

（
77
）

中　

﨑　

三　

則　

（
83
）

【
指
宿
】　

肥　

後　

一　

哉　

（
91
）

元　

野　

フ
ヂ
エ　

（
88
）

佐　

藤　

康　

宏　

（
90
）

髙　

峯　

シ
ヅ
子　

（
76
）

【
山
川
】　

田
之
上　

栄　

次　

（
78
）

坂　

元　

ツ　

ル　

（
94
）

岩　

下　

徳　

則　

（
84
）

新　

村　

正　

光　

（
83
）

前　

薗　

重　

光　

（
82
）

永　

吉　

シ
ツ
ミ　

（
98
）

河　

野　

キ
サ
子　

（
82
）

内　

薗　

ナ
ツ
エ　

（
80
）

鶴　

窪　

和　

子　

（
84
）

岩　

﨑　

利　

哉　

（
59
）

仲　

田　

君　

子　

（
93
）

【
開
聞
】　

御　

鍵　

清　

志　

（
89
）

御　

鍵　

シ
ツ
エ　

（
104
）

中　

村　

イ　

ネ　

（
86
）

松　

下　

良　

文　

（
73
）

木
村　

マ
ツ
キ
ク　

（
97
）

西
牟
田　

フ
ジ
子　

（
93
）

中　

村　

常　

男　

（
85
）

宮　

原　

フ
ク
エ　

（
78
）

田　

中　

貴　

之　

（
31
）

中　

川　

カ
ツ
子　

（
90
）

中　

拂　

茂　

隆　

（
66
）

【
頴
娃
】　

馬　

場　

初　

美　

（
79
）

吉　

﨑　

重　

良　

（
84
）

田　

原　
　
　

明　

（
85
）

兼　

元　

ノ　

リ　

（
95
）

つ
つ
し
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
平
成
26
年
8
月
31
日
～

平
成
26
年
9
月
30
日
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

表紙の写真
　西山さんご夫妻は、娘さんと約 10人の従業員で豆類・カ
ボチャ・花などを作っている専業農家です。
取材した日は、従業員とソラマメの芽かき作業の真っ最中
でしたが、忙しいにもかかわらず、とても親切に取材に応
じてくれました。重夫さんは昨年大ケガをして、農作業が
全く出来なかったそうです。まだ、痛むこともあるそうで
すが、現場監督として元気に畑に出ていました。

編
集
後
記

季
節
も
す
っ
か
り
秋

ら
し
く
な
っ
て
来
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

と
い
う
こ
と
で
、
毎

日
？
？
ジ
ョ
ギ
ン
グ
・

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て

１
月
の
い
ぶ
す
き
菜
の

花
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
備

え
て
い
ま
す
。
無
理
せ

ず
「
継
続
」

す
る
こ
と
を

目
標
に
取
り

組
み
ま
す
。




